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1.緒 冨
麦類の出穂の早晩は，葉数の多少とか一定時期にゐける幼積分化の程度のような形態的差異
によっても推定できるととがすでに明らかにされている.しかし，とれらは生育結果とかるる
いは生育中の1時期の扶態を示すものにすぎない.そのうえ，幼穏の分化扶態は外部から観察
で含守，植物体を解剖してしらペる結果，同一個体について出穏に至るまで観察で台たい.
しかしながら，出穂生理の研境に当つては，各植物体についてその生育過程を連続的に追究し
ていくととは望ましいととで，何かとの目的に適うような形質が見出きれたら甚だ好都合であ
る.ととろで，表類の主稗葉の長さは一般に幼時にたいては葉位が高くたるにつれて次第に長
くた!J-.ある程度の葉位で最長に達し，その後段次第に短くなるようにみうけられる.また，
春播性程度の異なる品種を春播栽得した場合，出穂の早い植物陰明らかに葉散が少く，しかも
同時に葉片が短い.とれに反して出穂の遅いあるいは座止する植物では，葉数がふえるととも
にその葉片が著しく長くなるととがつねに観察される.
箸者らは，今迄多くの品種について温度や日長などの条件を変えて植物体各部の長さの推移
を調べた.その結果，各個体の主稗におけ‘る葉片の長さ(以下葉長とよぷ〉の推移や，とくに
最長に達する葉の位置の環境条件による変化に或る規則性があるととを見出した.とれば出穂
生理に関連して興味ある問題と思われるので，ととに今迄に得た結果の大要を報告する.
との実験に当つては，山本二郎，塩尻勇ゐよぴ赤木温郎の三，氏の御助力を得た.ととに記し
て謝意を表する.
l.最長葉位の晶種間変異
さきに著者の1人は春播性程度の異なる日本各府県の奨励品種80を用いて春秋播性とその
生態並びに地理的分布の研究を行った〈高橋1943).との場合さきに報告はしたかったが， さ
らに最長葉の位置と出穏期の早晩との関係についても調べ，最長葉位と出穂迄日数〈各実験と
も止葉麗開迄日数をもってかえた〉あるいは葉数の多少との聞の一般的主主関連性について2.
3の知見を得た.ととではとの結果について述ペる.方法をと略述すると次の如くである.すな
わち各品種6株宛を索腕の植木鉢に植え，高温昼夜照明，高温短目なよぴ低温短目下で生育さ
せ，出穏期('C各個体の主梓についてその最長葉を測定して定め，各品種の平均の最長葉位と主
科葉数や出穂迄日数との関係を調ペた.第1表には3種の条件!'Cjまける最長葉位と主稗葉数ゐ
よび出穂迄目数との相関k係を示した.
第1表によれば，主稗葉数と最長葉位との聞にはどの処理区でも有意な王の相関が認められ
る.すなわち，大麦ではー股に葉数の多い品種は少い品種よりも最長葉の位置が上位となる傾
向を示した.また，最長葉位と出穂迄日数との聞にも高いEの相関があT.出穂の遅い品種程
最長葉位が上位となる傾向がみられる.ととろでとの実験のさきの報告では，高温昼夜照明で
出穂迄日数と主稗葉数との聞に +0.981土0.0047という高い相関係数を得，出穂期の早晩と主
〔農学研究第42轡第2号 79-88頁 1964) (79) 
異る環境下で栽培した大麦品種の出穂迄日数および主得業数と最長葉位との相関第 1表
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科葉数との密接た関係を示した.したがって最長葉位，主稗葉数ゐよび出穂迄日数の三者は互
に深い関連性をもつものであるととがわかる.なお，第1衰の相関係数段高温長日区がもっと
も高〈低温短目区(戸外自然日長区〉がもっとも低い.とれば葉長が温度や日長によって膨響
され，不規則た短目や低温にさらされた場合にぽ個体における葉長の推移が多少とも不規則に
なるととを暗示している.
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II.高温畏目下における春播性品種の葉畏の推移
ヨたに個体にゐける葉長推移の股況を詳らかにするため， 8種の春播性品種 (H.E. 3649，在
来1号，印度大量，鹿児島ゴール，溝手メ γシユアローC，秋播シパリー，札幌六角治よび夏
大根麦)を用い， 各品種目個体やつを木箱に播種し温室内で昼夜照明下に生育させ・tc.そし
てすべての葉片の長さを測定した.との場合各品種の出穂迄日散はいす=れも30目前後でほとん
ど等しく，葉数も 6--7葉であった.各品種の葉長を示すと第2衰の如〈である.なたとの衷
でぽすべて実測平均値を用い，同一品種内で葉教の異なる個体を生じた場合には個体数の多い
方をとった(以下各実験の表及び図はすべて同様に扱つtc).
第 2表 高温長日下で栽培した春婿8品留の葉長〈粍〉及び出穂迄日数
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第2表によれほどの品種も葉長は第1葉より葉位の上昇するにしたがって次kと長くたり，
その推移はほぼ直棋的である‘そしてい守れも第3--4葉で最長葉に達し，とれ以後止葉迄ほ
次第に短くたる.とのような変化政，各葉位の葉長がいやれも比続的短い在来1号や夏大根支
でも，またそれの長い秋播シパHーや鹿児島ゴ}ルなどの品種でも変Pがたい.す・なわち，品
種によって葉長の絶対量ぽ異なるが，推移昧況は全ζ同じであるととが認められた.
lV.藁葺器官の畏さに及lます短自の髭響
以上の実験から，葉長政環境条件加何によっては頗る規則的に推移するものであるととがほ
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ぼ明らかにたった.それで吹には，春播性品種印度大麦(1程度)と春播性程度のやや低い白
珍子 (III程度)を用い，生育初期に異なる期間短目処理主施し，葉片，葉鞘ゐよび節聞の長さ
の推移が短目の彫響をうりてどのように変化するかについて調べた.実験には夜間lOoC以下
にならないよう調節した温室〔以""f.温室内実験はすべて同様〕内で，無処理24時間照明区と，
それぞれ5日， 10日， 15日， 20日， 30日の期間毎日 17時から翌朝9時迄暗黒にした8時間照明
区を設けた.短目処理は発芽後4日目から一斉に開始し，処理終了後は出穂迄昼夜照明を行っ
た.栽植は1処理1品種当り 10個体やっとし，木箱に植え， 生育途中と出穂後抜きとってか
ら葉長，葉鞘長ゐよび節関長を測定し，出穂日を記録した.
両品種の出穂扶況は印度大変では春播性程度が高いため短目処理によって出穂がゐくれ，葉
数が土曾加した.ー方，白珍子では春播性程度がやや低いため， 15日間短目処理区が一番早〈出
穂し，処理日数がとれより少い区や多い区はいタれも遅延した.そして葉数も出穂迄日数の多
少にともたって場減した.
共に両品種の葉長，葉鞘長たよぴ節間長の推移についてのペる.ます=印度大去の場合を第1
図に示した第I図によれば，葉長は葉数の多少にかかわらす咽れも最長葉あるいはその附近
までほとんど直線的に推移する.Lかもどの処酒区も初期の平均葉長の増加扶況は一致してい
る.そして短目処理期聞が長く，したがって葉数がふえ出穂迄日数が多くたるほど上位の葉迄
(6) 
(&)‘ 
，~ "l¥ 
i ‘'冊、・.. I 
fI/i 
'141 
/Y L : :!‘、
j ミ 1・， ¥ ¥ ， 
48)/I1 (11) ¥(9) 
(4) 
(3) 
320 
繋 260
230 
110 
140 
長 2冊
f旬、
粍 170、J
290 
Q. l~. ，、_ f..' 
J 司、o..J.・-.Y
， .4 、._.l.r ， _.r -•. 
p . -， -' '" ."，"・"
， 
/P、.
4‘・_J~/ .... .1 'l .....~ 
e 
/ 
d 
90 
60 
80 
業
革育 120 
長
f旬、
粍、J
F 
，F/ 一/九.~-
，.-'"、JjhrAJ/ 『 fv 
I : L ' 
J i{b11 
【‘〉
ん)f(6)
会長田 5日短日 10日短目 15日短日 20日短日
括~内数字は業位
印度大麦の短目処理における葉長、業翰長および節関長の推診
，、・ ι，.._. ._. 
/ -(県完望)
30 
節 150
問 120
???90 
60 
(81) 
30日短臼
-33-
30 
第 1図
主主育初期に種hなる妓間短目処涯を表3 第
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推移は直線的に上昇していくととが見られる.また，最長葉から止葉迄の推移は，ほぽ直線扶
あるいは掲物槙般に下降する.とのように，同巴品種を異なる環境条件で育て葉数が増減した
湯合にも，葉長は規則的に推移し，また最長葉の位置が葉款の場加に伴って高くたるととがわ
かった
葉鞘長と節間長の推移は葉長の場合とかなbゐもむ含を具にしている.すたわち，葉鞘長ぽ
第 1葉鞘から順丸k位にたるにしたがって次第に長くなるが，途中で一度短くたって最後に止
葉あるいはその附近から再び長くなる傾向がみられ，その推移はほぼN字型である.節間長も
葉鞘長と同様で，途中で一度短かくなり最上a位の節聞は再び長くたって，とれもやはりN字型
を示す.とのように完全展開した止葉の葉鞘ゐよぴ完全出棺した場合の患と位飾聞は，ーっ下
位のものよりJ必今長い.しかし，葉鞘長や飾間長の推移除葉長の推移ほ主規則的ではなく，個
体によって，たとえば無処理区の節間長のま日<.止葉迄次kと長くたる場合ゃあるい依途中で
不規則君主短縮や伸長が行われる場合等があるととを認めたければならたい.1';:.ゐ，葉鞘とそれ
を包む節聞では最下位の節間部を除くと大体並行的に推移している.との傾向防止葉の場合に
もっとも明瞭であるように認められた.
次に葉長推移と節間伸長との関係についてみると，最長葉の位置と節聞伸長開始節位とはど
の処理区でも大体一致している.すなわち，葉数が増加して最長葉の位置が上位にたるととれ
にともなって節間伸長開始節位も高くなるととが認められる.とれによって，前述した最長葉
位，葉数たよび出穂迄日数の三者政更に節間伸長開始飾位とも密接君主相互関係をもつものであ
るというととがうかロわれる.
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作った白珍子の薬長，業鞘長，節間長および出穂迄日数
=苧拠固噂
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印度大去について上に述ペたととろとまったく同様た関係除白珍子に3きいても認めるととが
でをた(第3表). もっとも白珍子は前にのペたように容播位謹度がやや低いため15日処理区
が一番早く出穂L，したがってとの区がもっとも葉放が少く最長葉位もまた節間伸長開始節位
も低い.そして，出穂の遅れた区程葉数がふえ，最長葉位や節間伸長開始節位が上位となっ
て，葉長.葉鞘長なよぴ節関長の推移は印度大去の場合と同様な傾向である.完工会・，との品種
では最長葉から止葉造の葉長の下降推移も頗る相似しているととが認められる.しかし，最長
葉位と節間伸長開始節位とは印度大変の場合よb多少とも融れJC存在した.
V.蓉播性品種の日畏反慮による築養器官の長さの推移
ヨえに所調感光性や感温性程度の異なる春播性品種につい乙生育全期間異なる日長下t乞沿い
た場合の葉長等の推移について述ペる.用いた品置は岩手メ γシユア!1-C，春播鐘狗尾麦，
夏大根麦，ゼタサシデJレ， Tammi i;-よび畿内5-1きの6品種である. 1処理1品種7個体やつ
を5万分の 1のポットに植え，各処理区の日長時欄をそれぞれ24，15， 14， 13， 12，.trよび11
時聞に規整して温室内で育てた.との場合，朝7時30分から夕方5時 30分迄ば自然浴光さぜ
以後険金部暗箱で遮光し，日長時間の長い処理区はそれに応じて電燈で補助照明をあたえた.
との結果によると所謂感光性の高い岩手メγシユアリーCは日長時間の短縮とともに箸しく
出穂が遅延した.とれに反していわゆる感温性の高い畿内5号では処理による差異はまったく
見られなかった.比按的感温性程度の高いTammiもとれと大体同様であった.ぞの他の3品
種は所謂感光，感温性についてほぽ中位の性質を持ち，出穂反応も両者のほぼ中聞であった.
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とのように各品種は光週反応を著しく異にしているが，それらの葉長の推移の献況もそれぞれ
明瞭に違ってるらわれた.ととでは両極端の砦手メンシユア H戸 Cと畿内5号の場合を第2図
に例示した.
第2図によれば，溝手メ γシユア9-Cは出穂遅延にともなう葉数士宮加が著しく，無処理区
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の7葉に対して 12時間区では18葉とたり， 11時間区では18葉以上である(12ゐよび11時間
区では実験打切り当時なゐ止葉の展開を見なかった). また， 最長葉位もとれと並行して上位
となり無処理区の第3葉にたいして 12時間区では第13棄である.ー方，畿内5号の場合は，
前述のように出穂迄日数や葉数がどの処理区においてもまったく同じであったが，葉畏の推移
もまた全区ほとんど等しかった.その他の品種につい亡はその結果を省略したが，い守れも葉
散の増加に応じて最長葉位が上昇し規則的な推移主示Ltc.1l:il'， Tammi除他品種にくらべ
て最長葉の位置が葉数の割合に常に高〈各区とも止葉より 2-3葉下位が最長となった.との
ように品種によって葉数に比して最長葉位が比較的上位にあるものがある.なお‘，葉鞘長，節
間長の推移はいやれもほぼ規則的でさぎに述べたようにN字型の推移が認められた.
ヨたにとれら6品種について各品種別に葉数と最長葉位との聞の相関たよぴ回帰係数を計算し
第4表に示した.
第 4表 種々なる日長下で生育させた容播8品種の主稗におけ
る最長葉位。〉と全業数(y)との相関および回帰
項 目
.借手メνシユア日【C
春矯鍾狗尾愛
夏大根麦
ゼクサ y デル
Tammi 
畿内 5 号
-畿内5号以外は何れも 1%永準で有意
相関係数冊
+(.).954土0.0104
+(}.617土0.9294
+0.8Hi土0.03[.5
+ 0.615土0.0672
+0.461土0.0849
+0.079土0.1047
回 帰 係数‘
+0.877土0.0318
+0.617土0.0404
+ 1.067土0.0954
+0.520土0.0090
+1.39li土0・1618
+O.072土0.0112
第4表によると，畿内5号では最長葉位と金葉数との聞に相関は認められないが，法手メン
シユア ]}~Cでは相関はほぼ完全である.そして他の 4 品種はほぽとの中聞でTammi が一番
低い.また，回掃除畿内5号では存在しないが，他の品種ではいす=れも有意な回帰係数を示し
ているとれらの品種のうちとくに夏大様変と Tammiは回帰係数が高<.葉数の増加程度に
くらべて最長葉位の上昇程度が大含いととをあらはしている.すなわち，最長葉位ぽ葉数の増
加にともなって上昇するがその上昇の程度は品種聞に差異のあるととが認められた.
戎に6品種を合計して出穂迄日数， 金葉数，最長葉位なよび節間伸長開始節位の各kの聞の
相関程度をしら・ベた.との結果を第5まに示した.
第 5表 最長業位，出穂迄日数， 全業数および節間伸長開始節位
の各々 の聞における相関々係 Cu品種全体として〉
項 目 出稼迄日数 会 業 数 節問伸長開始節位
最長 署長 位 +0.994土0.0013 +0.887土0.O093 +0.935土0.0062
節問伸長開始節位 +0.936土0.0122 +O.913土O.0074
会 業 数 +0.910土0.0169
何れも 1%水準で有志
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第5農では，出穂迄日数，金葉数，最長葉位たよび節間伸長開始節位の困者の聞にそれぞれ
商い相関係数が認めら・れる.とれらのちlち，出穂迄日数と葉数が密接な相関々係にあるとと除
ょくしられているととであるが，今迄のペた実験でその都度指摘したように，最長葉位や節間
伸長開始節位もまたゐ互の聞に高い相関荷係をもつものである.とのよろに，葉長推移の指標
とも考えられる最長葉位や， aうるいは末共 (1949)によって示されたように，主稗葉数や節間
伸長開始期と直接または間接的主につながりをもっと思われる節間伸長開始節位が，出穂迄日数
や葉数あるい政治互の聞で密接に関連しているというとと除頗る興味のあるととである.
VI.葉畏等の推移にJJ.Iます催芽種子の低温処理の影響
秋播性程度の頗る高い岩手メシシユアJ)-んを用い， 200Cで催芽させた種子を30日， 20 
日， 15日， 10日ゐよび5日間1土lOCの低温にさらした.処理後は一斉に木箱に移植し，温室
内で無処理区とともに昼夜照明を行って生育させた.各区ぽ20個体としとれらの葉長，葉鞘
長，飾間長および節間伸長開始節位を調べた第6表に除出穂迄日数た・よひ1襲数を示した.
第 6表 岩手メシシユア!l-AIの催芽種子を種々なる期間伝湿処
湿した場合の出穂迄日数，薬数および節閉伸長開始節位
三子-，.__m蛾
須賀 却自 却曾 1lil'{ 101'{ 5-1'{ 無.理盟
出稼迄日数 42.6 71.8 9O.& 122.5 144.8 145.5 
業 数 9 13 14 18 20 W 
節問伸長開始節位 5.9 8.O 8.0 8.3 8.0 8.0 
，(40 
4∞ 
業 360
320 
2純白
240 
』 . . . ~ ' . 
Il liy'V官町潤IrX田沼潤 xrtxv XYI x百踊 XJXxI 
業位
第 3図 岩手メνシユア日【Atの催芽種子を種々なる期間低温処理した場合の業畏の推移
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第6表に明らかなように出摘は30日処理区がー番早く，処理日数の減少につれて遅延する.し
かし，5日と無処理区では殆ん:)!差は認められない.主稗葉数も出穂遅延にしたがって増加し，
5日たよび無処理区では30日区の約2傍である.との場合の葉長の推移般況を第3図に示した.
第3図によると，との実験でも葉長の士宮加はほぼ直線的な推移を示ず.しかし， 15日以下の
処理区ではいでがれも 6-7葉附近で伸長増加を停止し，以後はとれとほぼ同長の葉が続いて，
更に上位葉になってから漸次短縮をはじめる.それ故，印度大衰の例で示したような最長葉以
後の念搬な短縮下降推移はみられ守，無処理に近い程ゆるやかな減少を示し，ている.
葉鞘長，飾関長の推移は大体N字型を示したが，途中で不規則君主推移を示すものが若干あっ
た.しかし，慨してさきの実験で指摘した結果とよく一致した.節間伸長開始節位は著しい葉
数増加に比して殆Nど上昇しなかった.すなわち.30日処理区の伸長節位が第5葉位であるの
に対し， 10日処国区以下はいやれも第8葉位で僅か3葉位上昇したにすぎたい.しかし，節間
伸長開始節位は大体葉長増加が停止した附近にあった.との場合，前述の如く15日処理区以下
の各処理区ではほぼ同長の葉が続いて最長葉を明瞭に指摘するととはでをや，したがって最長
葉位と飾問伸長開始節位との関係は明らかではたい.
との実験では，低温処理の効果は10日処葱区迄認められとれ以下では明瞭ではなかった.し
かしながら，無処理区でも長時日かかって出穂した.とれば漸進的に私播性が除去されたもの
と考えられる.じたがって葉長の推移も出穂反応に並行して無処理に近い処理区程巌慢な増加
あるいは減少を示したのかもしれたい.
VII.最長葉位と幼穂分化との閥係
今迄述ペた実験結果から，節間伸長開始節位は最長葉位と密接に関連し，しかも一般に両者
ば段ぽ岡部位であるととが見出されたが，さらにとれらと花芽の分化程度との関係をしちぺる
ため衣の観察を行った.すなわち，印度大衰を用い，さぎの短目処理実験と全く同様に温室内
で30日， 20日， 15日， 10日念よぴ5日の塩日区を設け， 1区30個体宛を木箱に噌養して発芽
後3日目から一斉に1日8時間照明の短目処理主行った.処理後段無処理区とともに昼夜照明
下で生育させ・tc.そして，さきの印度大麦の短目処理実験の結果から各処理区の最長葉の位置
をあらかじめ推定して，実際に最長葉位が含まれるようにとの前後の3-4葉位を定め，とれ
らの葉位に沿いて葉片が葉鞘から完全に披け出光時期に 1区5個体宛を固定解剖して幼穂の分
化程度ゐよび節間伸長の有無をしらベた.との結果を第7表に示した.
第 7表 印度大変の短目処理における幼穂分化程度と節間伸長開始期
調査業位
および項目 11 II IV v VI VII 
出稼迄 会葉数節問伸長
日数 開始簡位
36.6 7.5 4.0 
37.0 7.8 4.0 
37.3 8.5 4.5 
43.O 8.1 4.7 
60.5 8.6 6.O 
61.1 10.3 6.O 
会長日 III-IV合-VII
A 
VI-VII 
V-VI 
III-IV 
III-IV 
??
，?
?
。 ? ?
? ?
?????
???，?
???5 日
10 日
15 日
20 日
30 日
(VI d蹴…前期
VII ... 。 中期
VlI...・ グ 後期
? ? ?
IX-X 
IX-X 
A 。
VIlI IX 
A..・...最長事長位
0…・・節問伸長開始期.
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第7表によって出穂沿よぴ最長葉位の変化決況をみると，さぎの印度大衰の短目処理実験の
結果と殆んど変らない.すたわち，処理日数が増加すると出穂は遅れ最長葉位も上昇する.
幼穂の分化程度をみると，各区とも最長葉の展開する時期には概ね和国 (1936)の示した第
VIII期すなわち小穂始原体分化後期に相当する.そしてとの時期に節聞が伸長開始している.
とのように最長葉の位置の上下に拘ら十その展開期には幼掘の分化程度がほぼ一定し，しかも
との時期ぽ節間伸長開始期と大体一致するととを示した.幼璃分化期と節間伸長開始期とが深
〈結びついているというとと除従来の多〈の研賓結果からよく認められているととであるが，
との出穂反応と直接関連した幼穂分化期や節間伸長開始期もまた葉長の推移と密接な関連性を
持つというとと除興味深い.
しかしたがら，との実験は印度大支配短日処理した結巣のみであって，他品種やまた処理方
法をかえた場合については全く不明である.とれらについては今後の研究に侯ちたい.
VIII.組 括
1.多数の大麦品種を用い，日長や温度等のま震境条件をいろいろかえて生育させ，主稗にゐけ
る葉片，葉鞘たよび節聞の長さの推移を調べ?と.
2.その結果，葉片長は第1葉より葉位の上昇にしたがってさえ第に長くなり，最長葉に逮L-.
それ以後止葉迄は衣第に短かくたる.そして，最長葉あるいはその附近迄はほぼ直棋的に推
移する.
"3.葉鞘長や節関長は一般にN字型の推移を示すが若干の例外が認められる.
4.節間伸長開始節位は品檀によって多少具るがほぼ最長葉位と一致する.
5.最長葉位や節間伸長開始節位は出穏期の早晩と密接に関連し，とれらと出穂迄日数ゐよび
金葉数の囚者は互に高い相闘を示す.
6. しかし，品種によって，葉数が少くても最長葉位が比較的上位にあるものや，また，葉数
の靖加程度に比して最長葉位の上昇程度の大量い性質をもつものがある.
7.以上は主として夜間lQOC以下にならない様に調節した高温下で昼夜照明，生育初期の短
日処理，日長反応，あるいは催芽種子の低温処理後昼夜照明等を行った結果認められたもの
で，戸外等のま日<.日長や温度条件が変化するととろでは多少とも不規則にたる.
8.春播品種印度大麦にゐける結果では最長葉の展開期は概ね小稽始原体分化後期 (vm期〉
に相当し，との時期に節聞が伸長開始した.
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